英国中世の国内商業 by 重藤 威夫
英
國
中
世
の
國
内
商
業
垂
藤
威
夫
（
一
）
　
市
　
の
　
起
　
源
中
世
時
代
に
は
、
郡
市
で
は
日
常
の
商
莞
取
引
の
外
に
、
国
内
商
業
の
大
部
分
は
年
市
（
l
ぎ
S
）
と
過
市
（
昌
】
告
）
と
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
活
動
が
敢
高
潮
に
達
し
た
の
は
十
二
・
十
三
・
十
四
世
紀
で
．
あ
っ
て
、
英
国
は
年
市
と
週
市
と
の
網
で
覆
わ
れ
、
そ
の
中
の
或
る
も
の
は
プ
ラ
ソ
ス
の
大
年
軍
で
あ
る
シ
ャ
ム
。
バ
ー
l
二
や
ヮ
オ
ソ
と
そ
の
名
声
を
競
っ
た
。
十
三
世
紀
に
は
年
市
と
週
市
の
開
設
を
許
さ
れ
た
も
の
は
約
三
千
三
百
、
十
四
世
紀
に
は
約
千
五
百
六
十
、
十
五
世
紀
に
は
一
四
八
二
年
ま
で
に
約
百
、
合
計
約
五
百
を
数
う
る
に
至
っ
た
。
り
そ
れ
ら
の
市
場
は
宗
教
的
超
源
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
発
端
に
於
い
て
は
、
年
市
と
週
市
と
は
商
業
的
行
事
と
し
て
よ
り
も
、
宗
蘭
的
行
事
と
し
て
現
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
、
は
甜
聖
徒
の
祭
日
に
有
名
な
教
会
の
周
囲
に
集
ま
っ
た
敬
虔
孜
信
徒
の
宗
教
的
な
集
り
に
由
来
し
て
い
る
。
各
地
方
か
ら
外
来
者
が
集
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
地
方
か
ら
の
産
物
を
交
換
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
叉
巡
礼
者
は
し
ば
し
ぜ
商
人
で
あ
・
つ
た
。
か
主
定
期
的
な
集
り
は
、
人
口
が
分
散
し
、
交
通
が
不
便
で
、
人
品
集
合
す
る
こ
と
が
稀
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
商
人
に
買
手
の
出
現
を
確
保
す
る
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
。
教
会
に
よ
る
人
心
へ
の
感
化
は
、
年
市
が
勃
興
す
る
に
必
要
な
平
和
を
育
成
す
る
上
に
有
力
な
原
因
で
あ
っ
た
。
年
市
の
宗
教
的
起
汝
を
示
す
も
の
に
次
の
例
が
あ
る
。
ノ
ル
マ
ソ
征
服
以
前
に
は
、
ダ
ル
ハ
ム
の
選
帝
侯
領
（
1
訂
p
a
l
a
t
…
n
a
t
の
）
の
聖
C
旨
を
t
の
祭
日
に
は
、
毎
年
多
数
の
大
火
が
集
ま
り
、
こ
の
集
会
か
ら
そ
の
聖
徒
の
名
を
冠
す
る
大
き
な
年
市
が
生
じ
た
。
l
ハ
ソ
テ
ィ
ア
ド
ソ
シ
ヤ
ー
の
聖
丁
イ
ヴ
ス
〔
地
名
〕
で
、
一
〇
〇
二
年
に
そ
の
聖
徒
の
遺
骨
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
英
国
中
世
の
国
内
商
業
経
営
と
経
済
カヨ
J¥、
γ 
英
国
最
大
の
年
市
の
一
で
あ
る
聖
プ
イ
ヴ
ス
年
市
の
起
源
と
な
っ
た
。
そ
の
年
市
の
最
初
の
開
設
の
許
可
ー
が
あ
っ
た
の
は
、
リ
1
一
世
の
一
一
一
O
年
で
あ
る
。
英
国
の
初
期
の
年
市
と
週
市
と
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
乏
し
い
知
識
し
か
得
ら
れ
な
い
の
で
、
ノ
ル
マ
γ
征
服
時
代
の
そ
れ
ら
の
状
態
に
つ
い
て
は
知
る
と
と
る
が
少
い
の
で
あ
る
。
下
ウ
ム
ヌ
・
ヂ
イ
調
空
に
は
四
二
の
市
場
の
名
が
記
録
さ
れ
て
居
り
、
そ
れ
ら
の
重
要
性
は
著
る
し
く
相
違
し
て
い
る
。
勾
ウ
ィ
リ
ア
ム
二
世
〔
一
O
入
七
1
1
二
O
O
〕
の
時
代
に
は
チ
ェ
ス
グ
ー
に
年
市
が
あ
り
、
十
二
世
紀
に
は
ェ
グ
ゼ
グ
ー
に
そ
れ
が
見
ら
れ
た
ロ
め
週
市
(
g自
室
町
)
は
、
都
市
に
於
い
て
毎
週
一
回
か
二
回
開
か
れ
、
そ
乙
で
売
買
さ
れ
る
商
品
は
、
近
隣
の
、
農
村
か
ら
の
食
料
品
や
家
畜
が
主
怠
る
も
の
で
あ
ク
た
。
園
内
全
体
の
商
業
取
引
か
ら
見
れ
ば
そ
の
重
要
性
が
少
友
か
っ
た
。
週
市
工
り
も
は
る
か
に
犬
き
注
意
義
を
も
つ
も
の
は
年
市
(
E
g
で
あ
ク
た
。
年
市
は
年
に
一
回
開
か
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
そ
の
期
間
は
場
所
に
工
り
著
る
し
い
相
違
が
あ
ク
た
。
二
日
乃
至
四
日
に
限
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
一
週
間
以
上
に
わ
た
る
も
の
が
一
一
回
多
か
っ
た
。
そ
の
後
国
内
商
業
の
発
達
と
共
に
、
年
市
の
重
要
性
が
増
し
一
ヶ
月
以
上
に
わ
た
る
と
と
が
多
く
怠
っ
た
。
そ
乙
で
取
扱
わ
れ
る
商
品
は
閏
門
商
品
に
限
ら
宇
、
海
外
商
人
が
多
数
集
る
乙
と
に
よ
っ
て
広
く
海
外
商
品
が
売
買
さ
れ
た
。
(
一
一
)
王
権
に
よ
る
特
許
週
市
も
・
年
市
も
そ
の
開
設
に
は
国
王
の
特
許
を
必
要
と
し
た
@
中
世
の
社
会
で
は
国
王
の
大
権
は
容
易
に
人
民
に
譲
渡
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
最
も
自
由
に
譲
渡
さ
れ
た
の
は
、
年
市
と
週
市
と
に
対
す
る
特
許
で
あ
っ
た
。
乙
の
特
許
は
都
市
や
教
会
や
個
人
に
与
え
ら
れ
た
。
多
数
の
都
市
は
そ
の
都
市
に
所
属
す
る
年
市
と
週
市
と
を
開
設
し
だ
が
、
そ
の
特
権
は
国
王
の
特
許
に
基
く
も
の
で
あ
っ
た
り
叉
英
国
の
年
市
，
と
週
市
と
は
し
ば
し
ば
私
人
の
手
中
に
属
し
た
。
例
え
ば
、
ベ
ル
T
Y
の
過
市
は
一
騎
士
に
屈
し
て
居
り
、
又
一
三
O
六
年
に
ヒ
ユ
1
・
J
ア
イ
ス
。
へ
)
J
サ
ー
は
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
に
年
市
を
所
有
す
る
乙
と
の
権
利
を
請
願
し
て
い
る
。
パ
ー
ク
レ
1
卿
は
三
つ
の
年
市
を
所
有
し
、
そ
の
中
の
ニ
ク
は
'
ニ
ュ
l
ポ
l
T
に
、
他
の
一
一
は
パ
ー
グ
レ
ー
に
あ
ク
た
。
し
か
し
特
許
の
受
領
者
で
最
も
多
い
の
は
教
会
で
あ
っ
た
。
或
る
場
合
に
は
、
年
市
の
支
配
権
と
利
益
と
は
二
或
は
そ
れ
以
上
の
所
有
者
に
分
割
さ
れ
た
。
エ
ク
ゼ
グ
1
の
年
市
は
、
国
孟
と
都
市
と
の
間
に
分
割
さ
れ
た
。
年
布
と
週
市
と
の
権
利
は
相
続
に
よ
ク
て
譲
渡
さ
れ
た
。
。
(
一
ニ
〉
年
市
と
沼
市
の
利
益
.
英
国
で
は
年
市
の
権
利
が
国
王
の
千
に
あ
る
と
そ
の
臣
下
の
千
に
あ
る
と
を
問
わ
宇
、
十
二
世
紀
以
降
に
勃
興
じ
繁
栄
し
た
が
、
そ
の
創
設
に
大
怒
る
糾
戟
と
注
ク
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
そ
の
所
有
者
に
と
ク
て
犬
怒
る
牧
入
の
源
泉
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
ロ
年
市
及
び
週
市
の
牧
入
源
は
三
程
あ
っ
た
。
第
一
一
は
小
屋
持
や
昆
庄
の
地
代
(
同
8
3
即
ち
、
宮
居
税
(mgロ
品
。
)
、
第
二
は
売
買
さ
れ
た
商
品
の
取
引
税
(
E
U
)
、
第
三
は
訴
訟
事
務
を
裁
く
市
巧
裁
判
所
か
ら
得
ら
れ
る
罰
金
其
他
の
牧
入
で
あ
る
。
(
第
三
に
つ
い
て
は
後
片
市
場
裁
判
所
の
項
参
照
)
第
一
、
露
庖
税
(
明
神
戸
口
品
。
)
:
:
:
ノ
ヅ
チ
γ
ガ
ム
で
は
散
布
商
、
粟
屋
、
鞘
商
守
口
οvog)Lr一
呉
服
屋
は
小
屋
持
に
十
二
ペ
Y
ス
を
・
支
払
い
、
叉
鉄
類
商
左
除
き
そ
の
他
の
商
人
は
八
ベ
γ
ス
を
支
払
ク
た
。
他
方
に
於
い
て
、
ケ
ム
プ
リ
ザ
ヂ
の
各
市
民
は
、
ス
?
ウ
ル
プ
リ
汐
ヂ
の
年
市
で
は
小
笠
掛
で
免
税
さ
れ
た
。
叉
ノ
1
ザ
ム
プ
T
γ
の
商
人
は
、
商
品
を
彼
等
自
身
の
週
市
で
売
る
場
合
に
は
免
税
さ
れ
た
。
第
二
、
取
引
税
(EE---:
過
霊
友
取
引
税
は
法
律
に
エ
ク
て
禁
止
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
は
年
市
と
週
市
の
梶
利
は
国
王
の
手
に
戻
る
と
と
に
な
ク
て
い
た
。
し
か
し
、
法
律
上
の
諾
記
録
正
調
査
と
の
結
果
は
、
通
常
乙
の
禁
令
が
無
視
さ
れ
て
い
た
乙
と
を
堆
弁
に
物
語
ク
て
い
る
。
パ
ウ
ク
エ
ル
で
は
荘
園
領
主
は
馬
が
売
ら
れ
る
毎
に
、
売
手
と
買
手
と
の
双
方
か
ら
一
ペ
γ
ス
づ
-A
を
市
場
取
引
税
と
し
て
ー
歓
牧
し
た
。
叉
堆
牛
一
一
問
、
雌
牛
一
一
問
、
四
国
の
羊
、
馬
の
一
荷
毎
に
右
と
同
額
の
取
引
税
を
徴
牧
し
、
年
市
の
時
に
は
そ
の
倍
額
を
徴
収
し
た
ロ
か
ふ
る
取
引
税
は
裁
判
所
で
「
過
主
で
あ
り
、
不
正
且
つ
一
般
人
へ
の
圧
迫
と
た
り
普
通
法
令
Z
E
g
g
s
-
μ
三
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
宣
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
彼
は
適
度
に
引
下
ぐ
べ
き
と
と
を
命
令
さ
れ
た
。
役
は
そ
の
後
、
馬
一
一
関
に
つ
き
買
千
か
ら
だ
け
てへ
γ
ス
、
雌
牛
一
一
関
或
は
羊
八
匹
に
つ
き
右
と
同
額
、
馬
一
荷
に
ク
き
半
ペ
シ
ス
を
徴
牧
し
、
年
市
の
時
に
も
と
の
額
を
越
え
怠
い
乙
と
を
承
諾
し
た
。
取
引
税
も
露
庄
税
も
と
ら
な
い
自
由
年
市
は
例
外
的
で
あ
っ
た
。
二
一
八
二
年
に
マ
γ
チ
ェ
ス
グ
ー
で
は
、
時
間
領
主
は
取
引
税
か
ら
六
務
二
ニ
志
四
片
を
得
た
。
そ
れ
は
役
の
所
有
地
の
地
代
に
昇
え
相
当
す
る
金
額
で
、
そ
の
当
時
で
は
少
か
ら
ざ
る
金
額
で
あ
る
。
プ
一
フ
vv
フ
オ
]
下
の
年
市
と
沼
市
と
は
一
三
一
一
年
に
六
時
の
価
値
が
あ
り
、
リ
パ
1
プ
ー
ル
の
年
市
正
週
市
の
露
応
税
壮
一
O
跨
で
請
負
英
国
中
世
の
国
内
商
業
経
蛍
と
経
済
四
わ
さ
れ
た
。
二
一
八
二
年
に
聖
ボ
ト
ル
フ
の
年
市
は
、
地
代
と
露
庖
税
と
で
九
O
務
余
と
裁
判
上
の
四
0
・
務
の
利
益
と
を
も
た
ら
し
た
E
最
も
著
る
し
い
の
は
へ
γ
9
1
二
世
の
治
世
〔
一
一
主
四
ー
ー
一
一
人
九
〕
の
終
に
一
四
六
務
を
も
た
ら
し
た
聖
ジ
ヤ
イ
ル
ス
の
年
市
で
あ
る
D
か
L
る
牧
入
は
宗
教
的
及
び
慈
善
的
団
体
を
維
持
す
る
に
役
立
っ
た
口
英
国
の
年
市
の
中
で
最
犬
の
も
の
で
あ
る
ス
T
ウ
ル
プ
リ
ッ
ヂ
は
2
y主
〔
二
九
九
l
i一
一
一
一
六
〕
に
よ
っ
て
病
院
の
維
持
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
白
又
彼
は
聖
メ
リ
1
・
z
f
v
1
メ
の
病
院
の
た
め
に
イ
プ
ス
ウ
イ
ヅ
チ
で
年
市
を
許
可
し
た
。
同
様
に
各
個
人
や
公
共
団
体
も
そ
の
利
益
の
故
に
、
そ
れ
ら
の
市
場
に
対
し
て
価
値
を
認
め
た
の
で
あ
る
ロ
二
二
三
四
年
に
ノ
1
ザ
ム
プ
T
Y
は
大
蔵
省
令
M
0
7
2
5叫
)
に
永
代
借
地
料
会
。
。
，
P
5
)
を
支
払
い
得
る
よ
う
に
年
市
の
開
設
を
請
願
し
た
ロ
叉
或
る
場
合
に
は
、
火
災
で
破
壊
さ
れ
た
村
を
復
興
さ
せ
る
た
め
に
年
市
が
許
さ
れ
た
と
と
も
あ
る
。
マ
シ
ユ
l
p
パ
り
に
よ
れ
ば
、
一
フ
ム
ゼ
イ
の
司
教
は
国
王
に
エ
ク
て
聖
プ
イ
ず
ユ
の
年
市
を
没
牧
さ
れ
た
時
に
、
役
は
む
し
ろ
多
く
の
荘
闘
を
取
上
げ
ら
れ
ん
と
と
を
欲
す
る
旨
を
嘆
願
し
た
。
の
(
四
)
年
市
と
週
市
と
は
し
ば
し
ば
教
会
の
境
内
で
開
か
れ
た
。
し
か
し
そ
の
雑
沓
の
た
め
に
、
教
会
に
対
し
て
神
聖
冒
涜
で
あ
り
、
悪
評
を
招
く
も
の
と
し
て
非
難
さ
れ
た
。
二
一
O
一
年
に
ウ
エ
ル
ズ
に
対
す
る
一
司
教
の
令
書
は
、
年
市
に
来
る
者
は
す
べ
て
商
品
を
売
る
た
め
に
ワ
エ
ル
ズ
の
教
会
や
教
会
の
門
に
入
ク
た
り
或
は
教
会
の
神
聖
を
冒
涜
し
た
り
す
る
乙
と
を
許
さ
な
い
己
日
を
訓
令
し
た
。
又
ロ
パ
1
T
・
グ
ロ
ス
テ
ス
T
は
、
彼
の
司
教
管
区
内
の
市
場
に
対
し
て
寺
院
の
境
内
で
開
く
こ
と
を
禁
じ
た
。
エ
ド
ヲ
1
下
一
世
は
一
二
八
五
年
に
ウ
イ
ン
チ
エ
、
ス
グ
l
の
条
令
に
よ
ク
て
一
般
的
禁
止
令
を
発
布
し
た
。
即
ち
「
爾
今
、
教
会
の
名
誉
の
た
め
に
、
年
市
も
週
市
も
教
会
の
境
内
で
開
く
乙
と
を
許
さ
や
J
。
」
と
。
し
か
し
、
中
世
時
代
に
は
法
律
が
厳
格
に
守
ら
れ
た
と
.
考
え
る
乙
と
は
正
確
で
は
な
い
。
十
五
世
紀
に
於
て
も
絃
然
と
し
て
教
会
の
境
内
が
商
人
の
集
合
地
で
あ
ク
た
乙
と
の
証
拠
が
あ
る
。
一
四
九
七
年
に
す
1
ス
グ
1
で
禁
令
が
再
び
溌
布
さ
れ
た
白
山
町
市
と
教
f
会
(
五
)
年
市
の
期
間
年
市
の
期
間
は
場
所
に
工
り
者
る
し
い
相
違
が
あ
ク
た
。
二
日
乃
至
四
日
に
限
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
一
週
間
以
上
に
わ
た
、
る
も
の
が
一
一
回
多
か
ク
た
。
最
初
の
許
さ
れ
た
期
間
は
、
国
王
の
恩
典
に
工
っ
て
延
長
さ
れ
る
乙
と
が
し
ば
し
ば
あ
ク
た
。
一
O
九
六
年
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
赤
面
王
は
ウ
イ
γ
チ
ェ
ス
グ
1
の
司
教
に
、
聖
ジ
ヤ
イ
ル
ス
の
年
市
左
三
日
間
許
し
た
が
、
，
そ
の
後
へ
γ
リ
1
一
世
は
そ
れ
を
八
日
間
に
延
ば
し
、
ス
デ
ブ
プ
シ
は
十
四
日
に
、
ヘ
シ
リ
1
二
世
は
十
六
日
に
延
長
し
た
。
二
一
六
九
年
に
そ
の
司
教
は
六
O
跨
を
支
払
う
乙
と
に
よ
ク
て
、
更
に
そ
の
上
八
日
間
延
長
の
許
可
を
得
た
b
コ
ヴ
ェ
γ
t
り
で
は
年
市
は
一
日
間
に
す
ぎ
か
仏
か
ク
た
が
、
へ
y
n
v
1
六
位
三
四
二
一
一
ー
ー
一
四
六
一
〕
が
そ
れ
を
八
日
間
に
延
ば
し
た
。
英
国
の
商
業
が
発
展
し
、
社
会
の
必
要
の
増
大
に
伴
ク
て
、
年
市
の
重
要
位
は
次
第
に
噌
し
、
期
間
も
長
く
た
っ
た
。
か
く
て
年
市
の
期
聞
が
一
グ
月
以
上
に
わ
た
る
乙
と
は
極
め
て
一
般
的
と
注
ク
た
ロ
ハ
ル
の
市
民
は
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
門
一
一
一
七
千
l
・二一
O
ち
か
ら
三
O
日
の
年
市
の
許
可
を
得
た
。
エ
ド
ワ
1
下
三
世
〔
一
一
一
一
一
一
七
i
!
一
三
七
七
〕
は
す
ザ
ム
プ
T
Y
に
四
週
間
の
年
市
を
許
可
し
た
。
如
何
た
る
年
市
の
期
間
延
長
の
場
合
に
も
国
主
の
許
可
が
要
求
さ
れ
た
。
許
可
な
く
し
て
は
、
期
間
延
長
は
違
法
で
あ
り
、
国
王
に
対
し
て
特
許
権
の
侵
害
を
意
味
し
た
0
.
(
六
)
年
市
は
多
く
の
場
合
、
都
市
の
町
は
や
れ
の
野
原
や
丘
の
な
だ
ら
か
た
傾
斜
面
で
開
か
れ
た
。
毎
年
、
年
市
が
開
か
れ
る
数
日
前
に
た
る
と
、
年
市
の
所
有
者
の
使
用
人
が
や
っ
て
来
て
、
乙
の
土
地
に
材
木
で
小
屋
掛
を
作
ク
た
り
、
自
己
の
天
幕
を
張
る
者
や
野
天
で
売
る
者
の
た
め
に
地
面
左
割
当
て
た
り
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
外
国
や
英
国
内
の
各
都
市
か
ら
商
人
が
集
ク
て
来
る
と
年
市
の
期
間
中
継
続
し
て
占
有
す
べ
き
地
面
を
彼
等
自
ら
選
ん
だ
り
、
f
或
は
割
当
て
ら
れ
た
り
す
る
。
年
市
が
開
か
れ
る
ま
で
に
、
そ
乙
K
集
ク
た
商
人
は
、
彼
等
の
出
身
地
別
或
は
販
元
す
る
商
品
別
に
応
じ
て
、
各
集
団
毎
に
ま
と
め
ら
れ
、
長
い
列
を
た
し
て
排
列
さ
れ
る
。
年
市
が
聞
か
れ
た
後
で
は
、
近
傍
の
町
村
の
商
人
は
、
年
市
以
外
の
場
所
で
売
買
す
る
乙
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た
。
都
市
の
行
政
当
局
は
、
年
市
の
期
間
中
は
そ
の
職
能
主
年
市
の
所
有
者
が
任
命
し
た
数
名
の
取
締
官
に
委
任
し
た
。
の
そ
れ
ら
の
取
締
官
に
は
一
時
的
た
古
長
(
日
品
。
吋
)
や
役
員
?ι
日
制
)
年
市
左
都
市
の
行
政
権
英
国
中
祉
の
国
内
商
菜
五
経
醤
之
経
済
~ /、
が
あ
っ
て
、
市
の
行
政
を
担
当
す
る
究
め
に
構
成
さ
れ
た
。
叉
管
理
官
(
g
8
5
3
や
司
法
官
(
g
g
r色
)
が
、
市
民
か
ら
何
等
の
干
渉
や
妨
害
を
受
け
る
と
と
友
く
、
そ
の
法
規
を
実
行
し
た
口
ウ
イ
γ
チ
ェ
ス
グ
ー
で
は
、
聖
ジ
ヤ
イ
ル
ス
の
年
市
の
期
間
中
は
市
の
行
政
権
は
全
く
年
市
の
支
配
者
の
手
に
移
設
さ
れ
、
ウ
イ
γ
チ
ェ
ス
グ
ー
の
司
教
は
裁
判
所
を
設
置
し
、
そ
の
裁
判
所
が
市
の
門
の
鍵
と
そ
の
管
理
権
を
握
ク
た
口
そ
し
て
そ
と
で
は
法
律
違
反
、
負
債
の
不
払
、
契
約
違
反
に
関
す
る
訴
訟
や
、
市
内
の
土
地
や
家
屋
に
関
す
る
訴
訟
す
ら
-
審
理
さ
れ
た
。
司
教
の
司
法
権
は
七
z
p
m
5田
〔
一
リ
ー
グ
が
一
哩
の
長
さ
を
意
味
す
る
か
、
或
は
二
一
哩
を
意
味
す
る
か
陪
か
で
は
な
い
〕
の
長
さ
の
円
周
内
に
及
び
、
そ
乙
で
は
年
市
以
外
で
の
す
べ
て
の
売
買
は
厳
主
に
禁
止
さ
れ
た
ロ
ウ
イ
シ
ネ
ノ
エ
ス
グ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
と
こ
ろ
で
都
市
の
管
理
権
は
年
市
の
所
有
者
に
移
さ
れ
た
ロ
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
型
ブ
ラ
イ
ド
ヲ
イ
ド
(
司
広
自
主
含
)
の
修
道
院
(
耳
目
cq)
は
市
の
門
の
鍵
と
市
の
行
政
権
と
を
掌
握
し
た
。
ヒ
ー
プ
フ
ォ
ー
ド
と
ノ
ル
ウ
イ
ヅ
チ
で
は
教
会
の
代
官
守
色
H
R
M
)
は
年
市
が
つ
づ
く
問
、
行
政
機
関
の
代
理
を
な
し
、
年
市
が
終
ク
た
後
で
は
、
行
政
権
は
市
民
の
手
に
戻
ク
た
口
ヨ
ー
ク
の
年
市
が
関
か
れ
る
時
に
は
、
大
司
教
が
派
遣
し
た
代
官
が
市
の
橋
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
市
の
行
政
権
の
去
朱
と
し
て
の
同
を
市
の
役
人
か
ら
受
取
る
。
年
市
の
期
間
中
、
そ
の
代
官
は
都
市
の
治
安
を
維
持
し
、
市
の
役
人
が
他
の
期
間
中
に
た
す
の
と
同
様
に
、
氷
上
か
ら
た
る
と
陸
上
か
ら
た
る
と
を
問
わ
や
ノ
、
取
引
税
や
共
他
す
べ
て
の
牧
益
を
徴
牧
す
る
。
〈
七
)
都
市
の
町
名
の
起
源
年
市
政
開
け
た
野
原
に
設
け
ら
れ
小
屋
拘
3
0
0
Fご
と
露
庄
(
目
立
町
)
と
が
列
を
ι
な
し
て
並
び
、
田
各
種
の
通
路
左
作
っ
て
い
た
。
ノ
ヅ
テ
イ
シ
ガ
ム
で
は
小
屋
持
は
縦
と
棋
と
が
そ
れ
ぞ
れ
八
吠
づ
つ
あ
り
、
そ
れ
を
作
る
に
必
要
た
材
料
と
労
力
と
を
提
供
す
る
と
と
が
荘
園
の
農
奴
の
義
務
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
同
一
商
売
の
売
手
は
普
通
一
ヶ
所
に
集
合
し
て
い
た
-
そ
れ
は
買
手
の
便
利
の
た
め
や
、
売
手
の
問
の
競
争
を
促
進
し
た
り
、
取
引
税
の
徴
牧
を
容
易
に
せ
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
口
ポ
ス
T
Y
の
年
市
で
は
反
物
商
は
南
側
に
場
所
を
と
り
、
羊
毛
商
人
は
北
側
に
と
ク
た
口
各
種
の
職
業
毎
に
異
ク
た
場
所
が
割
当
て
ら
れ
た
の
み
で
な
く
、
出
身
地
毎
に
即
ち
同
一
州
或
は
同
一
都
市
か
ら
来
た
商
人
は
そ
れ
ぞ
れ
割
当
て
ら
れ
た
通
路
に
一
・
ま
と
め
に
及
ク
て
い
究
町
叉
外
国
か
ら
来
、
た
商
人
の
た
め
に
も
一
定
の
‘・、
場
所
が
割
当
て
ら
れ
た
。
聖
ジ
ヤ
イ
ル
ス
の
年
市
で
は
フ
ラ
γ
グ
1
ス
か
ら
の
商
人
は
一
ク
の
通
路
に
集
ク
て
い
た
。
カ
1
Y
か
ら
の
商
人
は
他
の
通
路
に
、
コ
1
Y
ウ
オ
ー
ル
か
ら
め
商
人
は
第
三
の
通
路
に
集
っ
て
い
た
。
ス
グ
今
ォ
ー
ド
の
年
市
に
来
た
ラ
イ
ス
グ
1
の
f
チ
商
人
は
ラ
イ
ス
グ
1
の
商
品
が
通
常
お
い
て
あ
る
庖
に
、
そ
の
商
品
を
運
ぶ
と
εを
命
喧
ら
れ
た
。
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
市
の
規
則
で
は
、
最
も
詳
細
に
各
種
の
商
品
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
を
指
定
し
て
い
る
口
例
え
ば
そ
れ
ら
の
商
人
に
は
次
の
工
う
訟
も
の
が
あ
る
。
麦
葉
、
乾
草
と
草
類
、
木
材
、
家
畜
、
陶
器
、
ピ
1
ル
、
パ
シ
、
千
袋
と
皮
革
、
酪
農
製
品
、
魚
類
と
穀
物
等
が
あ
る
口
ギ
ル
ド
の
組
合
員
は
各
通
路
に
彼
等
に
割
当
て
ら
れ
た
永
久
的
危
庖
を
持
っ
て
い
た
ロ
現
代
に
於
い
て
見
ら
れ
る
茶
屋
通
ττFRag-H広
三
.
肉
屋
通
(
H
U
g
Z円九回向
0
4
)
、
穀
物
市
(
C
c
g
a
g白
5
3
の
名
称
は
そ
れ
に
由
来
す
る
の
職
業
別
に
場
所
を
割
当
て
ら
れ
た
乙
と
が
、
都
市
の
街
路
の
名
を
定
め
る
起
源
と
た
ク
て
居
り
、
現
代
に
い
た
る
ま
で
そ
の
名
が
残
ク
て
い
る
。
現
代
の
ロ
γ
F
Y
に
見
ら
れ
る
出
円
。
包
3Hoo-w
E
F
E
H
O
E
-
己
M
v
g
z
o
p
同
8
4
H
8
0
は
本
来
は
市
場
内
の
そ
れ
ら
の
場
所
に
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
台
・
活
が
並
ん
で
い
た
乙
と
に
由
来
し
て
い
る
口
的
(八〉
年
市
と
沼
市
と
の
比
較
一
ク
の
点
に
於
い
て
、
市
場
の
支
配
者
つ
z
-
2
3
と
商
人
の
利
益
は
一
致
し
て
い
た
。
即
ち
、
商
品
が
充
介
に
豊
富
で
、
そ
の
売
買
に
よ
ク
て
前
者
は
収
入
左
後
者
は
利
潤
を
あ
げ
得
る
と
と
は
両
者
に
と
ク
て
有
利
で
あ
ク
た
。
し
か
し
年
市
と
週
市
と
の
間
に
は
霊
要
た
相
違
が
生
じ
た
。
原
理
的
に
は
両
者
は
定
期
的
危
集
会
た
る
点
に
於
い
て
相
似
て
居
り
、
叉
両
者
共
に
商
業
の
永
久
的
た
中
心
地
で
な
く
、
そ
れ
か
と
い
っ
て
臨
時
的
た
不
定
期
的
た
市
場
と
も
具
ク
て
い
た
点
で
相
似
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
重
要
性
の
民
度
に
於
い
て
は
著
る
し
く
相
違
し
て
い
た
。
週
市
は
地
方
の
需
要
を
充
た
し
、
そ
の
附
近
の
住
民
の
み
が
集
ク
た
。
そ
の
商
品
は
回
合
の
産
物
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
必
要
た
商
品
ー
で
あ
ク
た
。
年
市
は
し
ば
し
ば
英
国
全
般
に
わ
た
る
性
格
を
も
ク
乙
と
が
あ
り
、
或
る
場
合
に
は
国
際
的
名
戸
を
博
す
る
と
と
が
あ
ク
た
口
叉
そ
の
箆
庄
で
は
珍
奇
な
且
ク
高
価
た
品
物
を
全
般
に
わ
た
っ
て
並
ぺ
て
い
た
。
へ
γ
リ
1
七
世
時
代
〔
一
四
入
五
l
i
一五
O
九
〕
の
一
法
律
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
「
人
民
の
共
通
の
福
祉
の
た
め
に
多
数
の
年
市
が
あ
る
。
人
え
は
佼
良
で
有
利
な
多
く
の
物
を
買
英
国
中
位
の
国
内
商
菜
む
経
醤
と
経
済
入
入
れ
、
調
達
せ
ん
が
た
め
に
集
る
。
神
聖
た
教
会
(HgH可
円
宮
司
の
ご
の
装
飾
品
と
し
て
、
型
複
一
杯
、
書
籍
、
法
衣
、
叉
家
庭
用
品
と
し
て
は
、
四
句
節
(
円
S
3
の
際
の
食
料
品
及
び
共
他
の
必
要
品
、
9
Y
、
ネ
ル
布
、
毛
布
、
真
鈴
製
品
、
白
銀
製
品
、
寝
具
、
高
純
鉄
製
品
omga(炉心耕一
hJr…
一
山
…
臥
郡
山
山
倍
以
祐
一
一
。
)
、
並
鉄
製
品
、
亜
麻
布
、
敗
、
及
び
其
他
多
く
の
生
活
心
需
品
」
口
海
外
か
ら
の
商
品
は
年
市
島
の
時
の
み
買
う
乙
と
が
で
き
た
口
外
国
商
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
す
ペ
て
の
地
方
か
ら
英
国
に
集
J
ク
て
来
た
。
ヴ
エ
ニ
ス
?
と
ゼ
ノ
プ
の
商
人
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
高
価
た
香
料
・
薬
味
類
や
絹
、
ビ
ロ
ー
ド
、
共
他
の
同
日
好
口
問
(
p
g
m阻
止
n
o
g
-
8
8
0
0
)
左
、
フ
一
フ
γ
グ
1
ス
の
悦
刷
物
商
は
リ
y
、
不
ル
布
、
ス
ペ
イ
Y
人
は
鉄
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
は
グ
1
ル
、
ガ
ス
コ
1
ニ
子
人
は
ぶ
ど
う
酒
、
ド
イ
ツ
人
恨
毛
皮
と
琉
泊
と
を
も
ク
可
，
来
た
。
年
市
で
は
叉
国
産
品
が
集
っ
た
。
例
え
ば
、
中
世
時
代
に
英
国
の
宮
の
源
泉
で
あ
る
羊
毛
、
コ
1
γ
ウ
オ
ー
ル
の
錫
、
ウ
l
ス
グ
1
V
ヤ
1
の
温
泉
か
ら
の
塩
、
グ
l
r
1
シ
ヤ
1
鉱
山
の
鈴
、
サ
セ
γ
グ
ス
製
鉄
所
か
ら
の
鉄
、
ミ
カ
エ
ル
祭
(
九
月
二
十
九
日
)
当
時
、
反
物
商
が
英
国
の
内
外
か
ら
い
つ
も
買
入
れ
て
い
た
布
地
類
等
。
と
L
で
は
叉
代
官
は
彼
の
農
場
で
使
う
道
具
、
塩
、
羊
の
察
、
四
句
節
用
の
魚
を
、
貴
族
は
そ
の
甲
胃
、
軍
馬
、
障
を
、
貴
婦
人
は
そ
の
衣
装
左
買
入
れ
た
・
0
年
市
の
活
動
的
注
生
活
に
ク
い
て
は
、
ロ
Y
F
Y
市
場
に
つ
い
て
活
え
と
し
た
描
写
を
し
て
い
る
有
名
な
民
謡
H
O
E
S
S
W
3
5
w
か
ら
そ
の
一
斑
を
知
り
符
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
私
は
チ
1
プ
へ
行
き
は
じ
め
た
そ
乙
に
沢
山
の
民
家
が
立
っ
て
い
る
の
を
見
た
一
人
が
私
に
ビ
ロ
ー
ド
、
絹
、
寒
冷
紗
を
差
出
し
た
も
う
・
一
人
は
私
の
手
を
と
っ
て
園
内
で
一
番
上
等
の
パ
リ
の
糸
は
如
何
で
す
私
は
そ
う
ゅ
う
品
物
に
は
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
そ
し
て
金
が
な
い
の
で
買
え
な
か
っ
た
次
に
私
は
の
8
3
1
5
符
を
通
ク
て
ロ
Y
ド
y
・
ス
ト
1
Y
の
わ
き
に
行
ク
た
反
物
屋
が
す
ぐ
に
沢
山
の
反
物
を
差
出
し
た
次
に
私
は
イ
ー
ス
ト
・
チ
1
プ
へ
い
そ
い
だ
一
人
が
肋
骨
づ
き
の
牛
肉
や
多
く
の
パ
イ
を
呼
売
す
る
白
銀
の
査
は
積
ま
れ
て
か
ら
か
ら
鳴
っ
た
そ
乙
に
は
竪
琴
や
笛
や
ら
伶
人
が
居
ク
た
居
酒
屋
の
主
人
が
私
の
袖
を
と
ら
え
て
旦
那
、
う
ち
の
.
ぶ
ど
う
酒
を
飲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
と
言
ク
た
。
的
年
市
の
主
要
性
は
外
国
商
人
が
出
席
す
る
と
い
う
事
実
忙
工
っ
て
だ
け
で
た
く
、
重
要
注
年
市
が
開
か
れ
て
い
る
問
、
都
市
生
活
の
日
常
の
務
活
動
が
停
止
さ
れ
る
と
い
う
事
実
に
工
っ
て
示
さ
れ
る
。
ロ
γ
下
γ
で
は
ハ
ス
テ
ィ
γ
グ
の
裁
判
所
は
、
パ
1
ソ
ロ
ミ
ュ
1
、
聖
ク
ヤ
イ
ル
ス
、
聖
ボ
ト
ル
ブ
の
年
市
の
期
間
中
は
開
廷
が
停
止
さ
れ
る
。
ラ
イ
ス
グ
ー
で
は
商
人
ギ
ル
ず
の
組
令
員
は
右
ε同
ビ
理
由
に
よ
ク
て
、
総
会
へ
の
出
席
を
休
む
と
と
が
で
き
る
。
し
か
し
年
市
の
意
義
は
も
っ
と
深
い
と
乙
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
は
間
際
的
た
集
会
で
あ
っ
た
。
遠
隔
地
か
ら
の
人
え
と
の
交
際
に
工
ク
て
、
そ
と
に
集
ク
た
人
え
の
視
野
が
著
る
し
く
拡
大
さ
れ
た
。
そ
れ
は
園
内
共
通
の
炉
辺
と
し
て
思
想
の
発
展
に
寄
与
し
、
海
外
の
世
界
に
対
す
る
強
い
活
設
た
興
味
を
換
起
し
た
。
(
九
)
市
'
場
裁
判
所
年
市
の
所
有
者
の
第
三
の
財
源
は
、
裁
判
上
の
罰
金
や
手
数
料
等
に
工
ク
て
得
ら
れ
る
牧
入
で
あ
る
。
法
律
上
の
事
務
を
処
理
じ
、
商
人
間
の
争
左
裁
判
す
る
た
め
K
審
理
法
廷
を
開
設
す
る
乙
と
は
、
す
べ
て
の
年
市
と
週
市
去
の
組
織
の
不
可
欠
の
要
素
で
あ
ク
売
。
と
れ
が
所
謂
市
場
裁
判
所
(
F
3
5
2
ε
:
8
3
で
あ
ク
て
、
汚
れ
た
足
2
5
q
p
m
J
E匂
O
E芯
)
の
裁
判
所
の
意
味
で
あ
る
。
叫
が
か
4
チ
、
ら
市
に
渡
り
歩
い
て
居
っ
て
、
通
常
の
裁
判
所
の
開
廷
を
待
ク
と
と
が
で
き
泣
い
商
人
が
出
廷
す
る
と
と
か
ら
、
か
く
呼
ば
れ
る
工
う
に
た
ク
た
の
で
あ
る
。
法
廷
を
開
く
格
利
は
初
期
の
特
許
の
場
合
に
は
推
測
的
の
も
の
に
す
ぎ
た
い
が
、
後
期
の
特
許
状
の
条
項
中
に
は
明
白
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
十
五
世
紀
に
は
法
律
に
よ
ク
て
法
的
に
承
認
さ
れ
る
工
う
に
た
ク
た
。
市
場
裁
判
所
在
開
設
す
る
こ
と
は
、
年
市
だ
け
の
特
権
で
は
、
な
か
っ
た
。
自
治
都
市
3
2
8
m
E
)
で
は
そ
乙
を
通
過
す
る
商
人
や
外
国
英
国
中
世
の
国
内
商
業
九
経
蛍
と
経
済
O 
人
の
た
め
に
、
し
ば
し
ば
約
束
や
不
法
行
為
、
負
債
等
に
関
す
る
訴
訟
を
速
か
に
裁
判
せ
ん
が
た
め
に
、
市
場
裁
判
所
を
開
設
し
た
。
簡
易
裁
判
の
約
束
は
ご
ニ
O
三
年
の
の
ミ
S
Z
2
2
5
E
で
外
国
人
に
与
え
ら
れ
た
特
権
の
一
で
あ
る
ロ
グ
ム
プ
リ
ザ
ヂ
で
は
商
人
間
の
争
を
そ
の
緊
急
の
度
に
応
じ
て
裁
判
す
る
た
め
に
、
毎
日
常
時
法
廷
を
開
い
た
。
ロ
シ
ド
γ
で
は
外
・
国
商
人
が
審
理
の
長
い
継
続
に
工
づ
て
滞
在
を
引
き
の
は
さ
れ
る
と
と
が
な
い
工
う
K
、
急
速
な
裁
判
を
容
易
に
す
る
た
め
に
色
え
の
手
段
が
と
ら
れ
た
。
(
十
)
市
場
裁
判
所
の
組
織
と
職
能
法
廷
の
裁
判
長
は
自
治
都
市
の
市
長
官
4
2
)
か
或
は
役
員
(
E
H
-
R
C
で
あ
ク
た
口
裁
判
の
特
権
が
都
市
の
管
理
下
に
な
い
と
乙
ろ
で
は
、
そ
れ
は
代
官
2
2日
S
で
あ
ク
た
。
法
廷
の
裁
判
を
執
行
す
る
裁
判
長
と
共
に
、
判
決
に
参
与
す
、
る
若
干
名
の
陪
席
判
事
が
居
っ
た
。
事
件
が
外
国
商
人
に
関
す
る
場
合
に
は
陪
席
判
事
の
半
数
は
、
年
市
に
出
席
し
て
い
る
外
国
商
人
か
ら
選
ば
れ
た
。
と
れ
ら
の
陪
席
判
事
は
商
ん
で
あ
り
、
叉
中
世
の
訴
訟
手
続
に
よ
ク
て
、
彼
等
は
評
決
を
与
え
る
原
告
で
あ
ク
て
、
難
問
題
が
起
ク
売
場
合
に
は
法
規
を
主
張
し
た
口
普
通
の
場
合
に
は
i
l必
ヂ
し
も
常
に
で
は
な
い
が
1
1ー
そ
の
判
決
に
対
し
て
上
級
裁
判
所
へ
の
訴
願
が
認
め
ら
れ
た
白
裁
判
所
の
権
限
は
極
め
て
多
様
の
事
件
に
わ
た
っ
て
居
り
、
負
債
の
不
払
、
契
約
不
履
行
、
権
利
侵
害
、
パ
シ
や
ピ
1
ル
の
量
目
不
足
に
関
す
る
訴
訟
が
あ
ク
た
。
叉
.
土
地
に
関
す
る
訴
訟
に
及
ぶ
場
合
も
あ
ク
た
。
但
し
王
室
に
関
す
る
訴
訟
は
除
外
さ
れ
た
。
商
業
上
の
訴
訟
の
外
に
、
・
裁
判
所
は
取
引
税
の
徴
牧
や
平
和
と
秩
序
の
維
持
に
当
ク
た
。
各
種
の
犯
則
例
え
ば
暴
行
、
侮
辱
的
た
言
辞
、
「
家
畜
市
場
に
馬
車
を
乗
り
入
れ
て
騒
が
す
」
等
の
不
法
侵
入
等
に
ク
い
て
犯
則
者
は
訴
え
ら
れ
た
ロ
裁
判
所
ω権
限
は
年
市
内
で
起
ク
九
事
件
に
の
み
制
限
さ
れ
て
い
な
か
ク
・
た
と
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
債
務
者
は
年
市
の
期
間
中
は
差
押
え
を
免
除
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
述
川
は
承
認
さ
れ
待
な
い
。
特
許
状
中
の
文
言
は
確
か
に
明
白
で
あ
ク
て
、
債
務
者
は
逮
捕
か
ら
免
除
J
C
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
実
際
に
於
い
て
は
、
債
務
者
は
彼
が
他
の
時
と
場
所
で
契
約
し
た
負
債
に
ク
い
て
年
市
で
責
任
を
負
う
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
負
債
は
彼
等
の
団
体
の
組
合
員
に
よ
ク
て
分
祖
さ
れ
た
。
二
ニ
二
四
年
に
聖
ア
イ
ヴ
ス
の
年
市
で
、
一
一
ニ
一
二
年
に
グ
ム
プ
リ
ッ
ヂ
で
負
ク
た
負
債
ω支
払
に
ク
い
て
訴
訟
が
提
起
芭
れ
た
。
二
一
六
五
年
に
リ
ジ
(
ど
ロ
ロ
)
の
一
市
民
が
、
ブ
一
ブ
て
グ
1
九
に
羊
毛
を
輸
出
し
た
が
、
そ
れ
は
官
患
に
よ
ク
て
没
牧
さ
れ
た
。
そ
し
て
五
年
後
に
彼
は
年
市
に
来
て
商
売
し
て
い
る
或
る
フ
ラ
γ
グ
1
ス
の
商
人
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
他
の
時
に
、
ヲ
イ
ス
グ
1
の
商
人
は
三
年
前
に
ラ
イ
ス
グ
1
で
彼
等
の
仲
間
・
の
一
人
が
負
っ
た
負
債
の
た
め
に
差
押
え
ら
れ
た
。
そ
の
場
合
の
異
議
申
立
の
方
法
は
、
普
通
に
想
像
さ
れ
る
工
う
に
、
そ
の
差
押
の
適
e
法
性
如
何
を
問
題
に
す
る
と
と
に
あ
る
の
で
は
た
く
て
、
そ
の
債
務
者
が
彼
等
の
団
体
に
属
し
て
い
る
と
と
を
否
認
す
る
と
と
に
あ
ク
た
。
聖
ボ
T
ル
フ
の
年
市
で
ノ
ル
ウ
イ
γ
チ
の
市
民
を
逮
捕
す
る
計
画
が
、
注
さ
れ
た
と
と
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
そ
の
市
民
仲
間
が
負
ク
た
負
債
の
不
払
に
よ
る
も
の
で
あ
ク
た
。
裁
判
所
の
直
接
の
管
轄
区
域
外
の
事
件
に
ク
い
て
ま
で
訴
訟
を
認
め
る
慣
習
は
、
そ
れ
を
濫
用
に
陥
ら
せ
易
く
、
圧
迫
的
友
も
の
と
た
っ
た
。
二
ニ
七
六
年
の
議
会
(
同
月
話
。
。
。
仏
E吋
H
U
g
g
H
)
で
下
院
(
昨
日
H
o
p
s
g
g
m
)
は
次
の
工
う
に
訴
え
た
。
即
ち
、
年
市
と
週
市
と
の
役
員
(
E
Z
R
m
)
が
訴
訟
手
数
料
K
よ
る
利
治
を
符
ん
が
た
め
に
、
彼
等
の
管
轄
外
で
注
さ
れ
た
負
債
、
不
法
行
為
、
契
約
不
履
行
に
ク
い
て
、
叉
商
業
に
関
係
な
き
事
件
に
つ
い
て
人
々
を
即
ち
本
国
人
た
る
と
外
国
人
た
る
と
を
問
わ
や
裁
判
所
に
拘
引
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
ロ
一
世
紀
後
に
即
ち
、
一
四
七
パ
年
の
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
の
有
名
た
法
律
の
中
で
、
起
訴
手
続
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
工
れ
ば
、
原
告
が
契
約
が
年
市
の
期
間
内
で
旦
ク
そ
の
裁
判
管
轄
内
で
注
さ
れ
た
乙
と
を
誓
約
す
る
の
で
-
怠
け
れ
ば
、
代
官
宝
g
p
E
)
は
如
何
た
る
事
件
に
ク
い
て
も
訴
訟
を
審
理
す
る
乙
と
は
で
き
怠
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
四
七
八
年
の
法
律
に
ェ
っ
て
幾
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
深
く
根
を
下
し
た
慣
習
を
根
絶
し
得
る
と
と
は
容
易
で
な
か
ク
た
。
そ
れ
か
ら
百
年
後
に
於
い
て
も
多
く
の
都
市
で
年
市
の
区
域
内
で
契
約
さ
れ
た
売
買
取
引
に
よ
る
の
巧
た
け
れ
ば
、
¥
何
人
も
年
市
の
期
間
中
に
逮
捕
さ
れ
た
り
、
苦
し
め
ら
れ
た
り
す
べ
き
で
た
い
乙
と
を
繰
返
し
命
令
し
『
な
け
れ
ば
た
ら
喝
な
か
っ
た
。
(
十
こ
商
中
世
の
商
業
活
動
を
支
配
し
た
法
律
は
、
英
国
内
の
普
通
法
(
F
9
8自
g
g
r
d司
)
で
は
な
く
て
商
人
法
令
Z
F
4
4
g
2
0
F
8
3
で
あ
ク
た
。
メ
イ
T
一フ
γ
F
に
よ
っ
て
「
申
世
時
代
の
私
的
国
際
法
」
で
あ
る
と
適
切
に
表
現
さ
れ
た
。
均
そ
し
て
十
五
世
紀
の
或
る
法
官
(
O
F
E
m
-
-
c
与
は
自
然
法
(
時
}
】
O
F
4
0「
5
5乙
で
あ
る
と
し
た
口
切
と
れ
は
欧
洲
全
体
に
わ
た
ク
て
、
商
人
を
そ
の
商
取
引
関
係
で
拘
束
す
る
と
乙
ろ
の
法
的
諸
慣
習
と
理
論
と
の
特
殊
た
集
合
体
で
あ
る
。
そ
の
当
初
に
於
い
て
は
、
程
え
た
る
地
方
の
複
雑
た
る
慣
習
か
ら
ノ、
法
英
国
中
世
の
国
内
商
業
経
時
凸
と
経
済
次
第
に
発
達
し
て
来
た
一
ク
の
統
一
的
法
体
系
で
あ
っ
て
、
遂
に
は
普
通
法
と
具
る
と
乙
ろ
の
、
し
か
も
国
際
的
意
味
関
連
を
有
す
る
明
確
な
法
体
系
に
ま
で
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
或
程
度
ま
で
成
文
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
1
商
人
が
彼
等
自
ら
の
必
要
と
見
識
と
に
よ
ク
て
創
造
し
た
'
不
文
法
‘
で
あ
り
、
一
ク
の
慣
習
法
で
あ
る
。
或
る
点
に
於
い
て
、
そ
れ
は
明
か
に
普
通
法
か
ら
離
れ
て
t
い
る
が
、
或
程
度
に
於
い
て
近
代
の
商
慣
習
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
そ
の
特
徴
的
危
点
は
乎
附
金
(
。
。
良
宮
5
3
の
支
払
で
あ
る
。
一
旦
契
約
の
当
事
者
が
千
附
金
を
支
払
え
ば
、
当
事
者
は
そ
の
契
約
を
破
棄
し
得
た
く
た
る
白
そ
の
原
理
は
F
E
2
の
原
理
即
ち
占
有
の
原
理
で
あ
る
。
町
内
M
E
S
と
は
フ
一
ア
シ
ク
人
の
問
に
行
わ
れ
た
慣
習
で
、
契
約
を
拘
束
す
る
た
め
に
質
の
表
象
と
し
て
棒
を
渡
す
と
と
に
な
ク
て
い
る
。
そ
の
表
裂
は
土
地
の
売
手
が
所
有
権
の
移
転
の
表
象
と
し
て
買
手
に
手
渡
す
も
の
で
あ
る
。
一
三
O
三
年
の
c
a
Z
E
R
O
P
E
E
は
一
旦
手
附
金
2
8号
宮
山
口
止
)
が
授
受
さ
れ
た
後
は
、
す
べ
て
の
売
買
契
約
は
確
定
的
で
安
定
し
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
と
規
定
し
て
い
る
。
プ
一
フ
ク
T
Y
に
上
れ
ば
、
「
芳
し
買
手
が
彼
の
買
入
を
後
悔
し
て
そ
の
契
約
か
ら
手
を
引
こ
う
と
欲
す
る
、
な
ら
ば
、
彼
が
与
え
た
手
附
金
を
捨
て
‘
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
若
し
売
手
が
後
悔
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
千
附
金
と
し
て
受
取
ク
た
金
額
、
の
倍
額
を
買
手
に
戻
さ
ね
ば
な
ら
た
一
い
。
」
叫
プ
レ
ス
f
y
門
地
名
〕
の
慣
習
法
令
集
合
E
Z
Bと
で
は
、
も
し
買
手
が
既
に
品
物
左
手
に
入
れ
て
居
り
、
し
か
も
売
手
が
契
約
左
実
行
す
る
乙
と
左
欲
し
た
か
ク
た
場
合
に
は
、
売
手
は
罰
金
と
し
て
十
シ
リ
Y
グ
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
附
け
加
え
て
い
る
。
グ
ヌ
リ
γ
で
は
手
附
金
を
与
え
た
者
は
何
人
も
若
し
彼
が
そ
の
契
約
な
後
悔
し
た
場
合
に
は
、
十
シ
リ
γ
グ
の
罰
金
を
支
払
ク
た
。
他
の
商
業
上
の
制
度
は
約
束
手
形
の
制
度
で
あ
ク
て
、
そ
れ
は
取
引
と
金
融
の
発
展
上
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
か
・
ふ
る
理
由
に
よ
ク
て
、
市
場
裁
判
所
と
そ
乙
で
実
施
さ
れ
て
い
た
法
律
と
は
甚
だ
注
目
に
価
す
る
。
中
世
時
代
及
び
そ
の
後
の
時
代
を
通
じ
て
、
英
国
は
市
場
裁
判
所
の
網
の
目
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
数
と
活
動
力
と
に
於
い
て
、
そ
れ
ら
は
都
市
(
Z
司
自
主
宮
)
の
地
方
裁
判
所
(
昨
日
5
2
2円。
8
3
)
に
比
し
て
少
し
も
遜
色
が
な
か
ク
た
。
同
時
に
そ
れ
は
商
業
法
の
体
系
の
樹
立
に
着
る
し
く
貢
献
し
た
。
そ
れ
は
次
第
に
現
代
の
法
律
の
主
要
な
法
源
左
な
し
て
い
る
。
(
十
二
)
主
な
る
年
市
J 
英
国
の
年
市
で
重
要
た
る
も
の
に
つ
い
て
次
に
述
べ
る
。
聖
ア
r
t
v
ス
(
F
-
4
2
)
の
年
市
は
ヘ
シ
リ
1
一
世
に
よ
ク
て
、
一
一
一
O
年
に
建
設
さ
れ
た
。
そ
れ
は
急
速
に
発
展
し
て
、
生
皮
、
羊
毛
、
服
地
の
重
要
た
中
心
地
と
た
?
た
e
p
z
に
あ
る
そ
の
地
理
的
位
置
は
本
国
の
み
た
ら
、
歩
、
外
国
の
商
人
を
多
数
ひ
き
ク
け
た
目
そ
れ
よ
り
数
年
早
く
有
名
た
聖
ジ
ヤ
イ
ル
ス
(
2・♀
Hg)
の
年
市
が
ウ
イ
シ
チ
ェ
ス
グ
1
で
開
か
れ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
ウ
年
リ
プ
ム
・
ラ
γ
グ
ラ
γ
ド
が
2
3
E
Z
B
S
¥沖
で
記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ブ
ラ
シ
ス
と
英
国
南
部
と
の
間
の
交
通
の
中
心
地
と
し
て
豆
要
性
を
も
ク
よ
う
に
怠
ク
た
。
そ
乙
で
取
引
さ
れ
る
商
品
は
服
地
、
羊
毛
製
品
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
外
国
商
品
、
印
刷
術
が
発
明
さ
れ
た
後
は
多
数
の
書
籍
、
r
m
三
F
S
F
C
8
4
0己
の
屋
台
ー
屈
は
特
に
ぶ
ど
う
酒
、
香
料
で
有
名
で
あ
ク
た
。
他
の
ニ
ク
の
有
名
た
年
市
は
ス
T
ウ
ル
プ
リ
ヲ
ヂ
(
m
g
c
F
H
E
m
o
)
と
パ
1
ソ
ロ
ミ
L
1
3
2丹
]
5
8
5
2
)
の
年
市
で
あ
ク
た
口
そ
れ
ら
は
十
七
世
紀
に
於
い
て
す
ら
「
特
別
に
注
目
す
べ
き
年
市
」
で
あ
る
と
し
て
或
る
布
告
中
に
記
載
さ
れ
た
。
紛
パ
1
ソ
ロ
ミ
ム
1
年
市
は
一
一
三
三
年
に
ヘ
シ
リ
1
一
世
に
工
っ
て
、
修
道
僧
レ
イ
ヤ
ー
・
に
与
え
ら
れ
た
特
許
に
起
源
を
有
す
る
口
レ
イ
ヤ
ー
は
修
道
院
(
1
2
3
〔
位
絡
は
島
げ
白
河
に
次
ぐ
〕
を
建
設
し
た
。
彼
は
慎
重
に
用
地
を
選
び
、
有
名
た
ス
ミ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
市
場
と
混
在
し
て
い
る
土
地
の
一
部
を
国
王
か
ち
得
た
。
年
市
の
支
配
は
修
道
院
長
と
組
合
(
P
O
O
R
3
2
2ロ
)
と
の
問
に
分
担
さ
れ
、
後
者
は
販
売
さ
れ
る
イ
ナ
商
品
の
重
量
や
大
さ
を
計
る
仕
事
を
や
り
、
取
引
税
や
罰
金
牧
入
は
平
等
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
の
年
市
は
英
国
で
最
大
の
服
地
の
市
と
な
り
、
全
英
国
の
呉
服
商
F
色。
F
E
)
や
ロ
γ
ド
γ
の
羅
紗
商
2
2
1同
)
が
集
ク
て
来
、
た
。
全
英
国
の
年
市
中
最
大
の
も
の
は
ス
T
ウ
ル
プ
リ
エ
ノ
の
年
市
で
あ
ク
た
口
東
部
イ
シ
グ
ヲ
Y
F
諾
州
の
中
心
で
あ
ク
て
、
一
七
一
一
一
一
年
に
ヂ
フ
オ
ー
は
「
全
英
国
中
最
大
で
あ
る
の
み
な
ら
や
ノ
、
世
界
最
大
の
年
市
で
あ
ク
て
、
ラ
イ
ブ
チ
ヒ
や
フ
一
フ
y
p
ブ，ル
t
・
ア
ム
・
マ
イ
γ
や
ニ
ュ
1
ル
ブ
ベ
ル
ク
目
や
ア
ウ
グ
ス
プ
ル
ク
の
年
市
も
と
れ
と
は
比
べ
も
の
に
た
ら
伝
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
同
ロ
1
マ
人
支
配
時
代
に
起
源
を
も
ク
と
一
一
一
日
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ジ
ヨ
シ
王
〔
一
一
九
九
l
l
一
一
一
一
六
〕
に
よ
ク
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
は
年
、
市
の
勅
許
を
聖
メ
リ
1
・
マ
グ
グ
レ
1
ヌ
病
院
の
病
患
者
に
与
え
た
。
乙
の
年
市
を
有
名
に
し
た
商
品
の
中
に
は
、
高
価
ゑ
刺
線
、
ビ
ロ
ー
ド
、
絹
、
錦
繍
の
布
地
等
が
あ
る
。
乙
・
ふ
で
は
叉
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
四
句
節
の
た
め
に
塩
漬
鯨
左
大
量
に
買
付
け
た
-
重
要
た
年
而
で
あ
ク
て
教
会
に
よ
ク
て
所
有
さ
れ
て
い
な
い
点
で
例
外
的
な
も
の
は
聖
ボ
T
ル
ブ
(
日
・
白
o
s
f
u
)
の
年
市
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
一
一
O
O
年
に
建
設
さ
れ
た
よ
う
に
息
わ
れ
る
。
へ
γ
リ
1
三
世
〔
一
一
一
一
六
!
l
一
二
七
三
は
そ
の
年
市
左
エ
レ
プ
ノ
1
ル
女
王
の
伯
父
で
あ
英
国
中
位
の
国
内
商
業
経
営
と
経
済
四
る
ピ
1
.
グ
I
・v
-
サ
ヴ
ォ
イ
に
与
え
た
白
ピ
ー
グ
ー
と
リ
γ
ヵ
1
y
市
の
市
民
と
の
問
に
は
か
な
り
の
軌
糊
慌
が
あ
っ
た
。
そ
の
年
市
は
遠
距
離
の
地
か
ら
多
く
の
顧
客
を
集
め
た
。
ウ
エ
ス
ト
ミ
γ
ス
グ
1
(
当
o
a
E
S宮
司
)
の
年
市
は
へ
γ
リ
1
三
世
に
よ
ク
て
建
設
さ
れ
た
。
彼
は
ロ
Y
F
γ
の
市
民
に
そ
れ
に
出
席
す
る
よ
う
に
命
じ
.
そ
の
年
市
の
期
間
中
は
、
ロ
γ
下
γ
市
内
で
他
の
年
市
が
関
か
れ
る
と
と
や
商
庖
が
底
を
開
く
と
と
を
禁
じ
た
。
ノ
1
ザ
ム
プ
T
Y
2
2
n
E
E
1
0ロ
}
の
年
市
は
聖
ア
イ
ヴ
ス
ー
聖
ポ
T
ル
フ
、
聖
ジ
ヤ
イ
ル
ス
の
年
4
チ
市
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
の
四
季
の
各
一
ク
の
季
節
に
保
さ
れ
る
市
で
も
あ
る
。
プ
リ
ス
b
ル
の
年
市
は
堕
ジ
エ
1
ム
ス
(
2・
γ
g
g
の
年
市
と
し
て
十
六
世
紀
に
は
ス
ト
ウ
ル
プ
リ
ッ
ヂ
や
パ
1
ゾ
ロ
ミ
ェ
1
の
年
市
と
屑
を
並
べ
た
。
以
上
挙
げ
た
年
市
の
外
に
、
多
く
の
一
層
小
さ
い
年
市
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
或
も
の
は
特
定
の
目
的
の
た
め
に
開
か
れ
た
。
リ
ー
ヅ
の
年
市
は
服
地
の
販
売
の
た
め
、
ウ
ェ
イ
ヒ
ル
の
年
市
は
チ
ー
ズ
の
た
め
で
あ
る
。
ャ
ー
マ
ウ
丸
及
び
そ
の
他
の
海
岸
の
多
く
の
憾
の
年
t
市
は
四
旬
節
の
慣
習
の
た
め
に
、
中
世
時
代
は
特
別
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
も
ヘ
シ
リ
1
八
世
三
五
O
九
i
l
-
-且
四
七
〕
の
一
法
律
は
、
ス
T
ウ
ル
プ
リ
ッ
ヂ
、
聖
ア
イ
ヴ
ス
及
び
イ
リ
1
の
年
市
左
「
王
国
の
中
で
魚
類
の
食
料
品
で
設
も
有
名
た
年
市
」
切
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
。(
十
一
ニ
)
年
市
，
の
衰
退
英
国
の
年
市
が
そ
の
数
と
重
要
性
と
に
於
い
て
衰
退
を
示
し
始
め
た
時
期
を
或
程
度
の
確
か
さ
を
も
ク
て
示
す
と
と
は
困
難
で
あ
る
。
/
一
三
五
五
年
当
時
に
外
国
人
は
聖
ボ
T
ル
フ
の
年
市
に
従
来
の
よ
う
に
は
来
た
く
た
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
一
四
一
六
年
に
聖
ポ
T
ル
フ
の
年
市
の
開
催
は
乙
t
A
多
年
の
間
企
く
中
止
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
他
の
年
市
も
衰
退
し
党
乙
と
は
明
か
で
あ
る
。
し
か
し
乙
の
こ
と
は
商
業
の
潮
流
が
或
る
特
定
の
場
所
か
ら
引
い
い
て
、
他
の
一
層
便
利
た
中
心
に
移
ク
た
に
す
ぎ
た
い
乙
と
を
意
味
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
聖
ボ
T
ル
ブ
の
年
市
の
衰
退
は
チ
ュ
1
F
ル
王
朝
時
代
〔
一
四
八
五
s
l
i
-
ムハ
O
一
一
一
〕
に
著
る
し
く
伝
っ
た
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
ハ
Y
ザ
商
人
が
英
国
か
ら
引
揚
げ
た
乙
と
に
基
く
の
で
あ
る
。
ル
一
フ
γ
F
は
「
ハ
Y
ザ
商
入
国
g
丹
市
奇
想
は
ポ
ス
ト
シ
に
商
品
を
送
る
通
路
を
変
更
し
た
。
そ
れ
以
来
、
そ
の
都
市
は
甚
だ
し
く
衰
退
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
町
そ
の
都
市
の
衰
退
の
他
の
要
因
は
、
河
の
頚
廃
と
新
通
商
路
の
発
展
で
あ
る
。
実
際
に
於
い
て
、
各
世
紀
毎
に
商
業
中
心
地
が
不
可
避
切
に
変
動
し
て
い
る
の
で
あ
ク
て
、
自
然
の
成
行
と
し
て
一
つ
の
年
市
が
他
の
年
市
に
と
ク
て
代
ク
て
い
る
。
二
二
六
三
年
に
或
る
特
許
状
は
聖
プ
イ
ヴ
ス
の
年
市
は
外
国
商
人
が
来
-
な
い
た
め
に
二
O
年
以
上
開
催
さ
れ
な
い
と
記
し
て
い
る
。
一
四
四
二
年
に
同
様
の
主
張
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
座
の
間
そ
の
年
市
が
昔
の
地
位
を
回
復
し
た
乙
と
が
明
か
で
あ
る
。
聖
ヲ
ヤ
イ
ル
ス
の
年
市
は
明
か
に
十
四
世
紀
に
衰
退
し
、
そ
の
牧
税
所
か
ら
の
牧
入
は
著
る
し
く
低
下
し
た
。
時
を
具
に
し
て
、
或
る
年
市
が
勃
興
し
た
り
、
他
の
年
市
が
没
落
す
る
乙
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
十
五
世
紀
に
定
期
的
市
場
が
一
般
に
衰
退
し
た
と
と
を
実
証
す
べ
き
史
料
は
な
い
上
う
に
思
わ
れ
る
。
反
対
に
ヨ
1
グ
主
朝
時
代
〔
一
四
六
〕
l
l
一
四
人
豆
〕
の
最
後
の
九
年
間
の
特
許
記
録
(
F
0
3宮
口
仲
間
o
-
U
)
に
よ
れ
ば
、
少
く
と
も
十
グ
所
の
年
市
の
特
許
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
は
ノ
ル
ウ
イ
ヅ
チ
の
司
教
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
彼
の
所
領
で
あ
る
り
γ
市
で
二
つ
の
年
市
を
開
く
と
と
を
許
さ
れ
ー
そ
れ
ぞ
れ
四
十
J
一
日
間
の
期
間
で
あ
ク
党
。
と
の
と
と
は
年
市
が
依
然
と
し
て
牧
入
の
有
利
な
源
自
然
で
あ
る
と
去
を
示
し
て
い
る
。
十
五
世
紀
企
十
六
世
紀
と
の
年
市
は
性
格
を
変
化
し
て
、
商
業
中
心
た
る
工
り
も
む
し
ろ
娯
楽
の
中
心
と
た
ク
た
と
い
う
説
が
有
力
と
怒
っ
た
。
し
か
し
乙
の
見
解
は
立
証
す
べ
き
根
拠
が
取
い
の
で
あ
っ
て
、
市
世
紀
の
終
頃
に
於
い
て
す
ら
、
英
国
の
年
市
は
そ
の
商
業
制
度
と
し
て
活
気
を
夫
ク
て
、
近
隣
に
住
ん
で
い
る
地
方
人
だ
け
が
集
る
と
と
に
た
っ
た
と
考
え
F
る
乙
と
は
確
か
に
誤
ク
て
い
る
。
次
の
著
る
し
い
実
例
は
、
十
六
世
紀
に
於
い
て
も
年
市
は
し
ば
し
ば
国
内
商
業
の
重
要
た
中
心
地
で
あ
っ
た
乙
と
を
示
す
。
へ
γ
リ
1
八
世
の
治
世
〔
一
五
O
九
l
i
一
五
四
七
〕
の
初
年
に
、
プ
リ
ス
T
ル
の
郊
外
で
あ
る
レ
ド
ク
リ
フ
は
年
市
の
特
許
を
得
た
。
し
か
し
そ
の
と
と
は
プ
リ
ス
T
ル
市
民
の
利
益
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
が
解
り
、
彼
等
は
星
室
庁
(
p
o
u
g
の
E
g
Z
C
〔
二
八
四
一
年
に
廃
止
さ
れ
た
民
事
裁
・
判
所
〕
に
訴
え
て
そ
の
解
決
を
求
め
た
。
一
五
二
九
年
の
そ
の
起
訴
状
に
工
れ
ば
、
プ
リ
ス
T
ル
の
手
工
業
者
還
は
、
買
手
逮
が
そ
の
都
市
を
は
た
れ
た
郊
外
の
一
年
市
に
集
ク
て
来
る
限
り
、
彼
等
の
商
品
を
そ
の
都
市
内
で
売
さ
ば
き
得
た
い
と
と
を
訴
え
て
い
る
。
特
に
彼
等
は
次
の
工
う
に
訴
え
る
。
即
ち
、
ロ
シ
ド
シ
の
帽
子
商
と
王
国
内
に
居
る
他
の
外
国
明
子
商
人
と
が
そ
の
年
市
で
帽
子
を
売
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
プ
リ
ス
t
ル
の
帽
子
商
人
は
彼
等
の
帽
子
の
売
行
が
少
く
た
り
、
犬
な
る
損
失
と
障
害
と
を
招
い
て
い
る
の
み
た
ら
宇
、
年
市
が
開
か
れ
る
以
前
に
プ
リ
ス
T
ル
の
帽
子
商
人
に
よ
ク
ぺ
そ
の
生
計
を
維
持
し
て
い
た
三
・
四
百
人
に
上
る
硫
毛
工
(
O
見
合
同
U
、
紡
績
工
、
編
物
ヱ
が
大
部
分
そ
の
職
を
失
っ
た
の
そ
の
都
市
の
商
人
は
、
来
型
燭
節
2
8
b
g
g
二
月
二
日
)
に
年
市
が
継
続
さ
れ
る
と
商
人
を
没
落
さ
せ
、
都
市
の
港
の
海
軍
左
京
返
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
と
主
張
し
て
い
る
。
英
国
中
世
の
国
内
商
業
日
豆
経
蛍
と
経
済
--忠岡./、
レ
ず
ク
リ
フ
年
市
だ
け
が
園
内
の
他
地
方
か
ら
商
人
を
集
め
る
年
市
で
は
怠
か
っ
た
。
ス
ト
ヲ
ル
プ
リ
ッ
ヂ
や
パ
1
ソ
ロ
ミ
ュ
1
年
市
の
重
要
性
に
ク
い
て
は
依
然
と
し
て
人
々
の
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。
聖
プ
イ
ヴ
ス
は
依
然
と
も
て
魚
類
の
食
料
品
で
最
本
著
名
で
あ
り
、
聖
ポ
T
ル
フ
で
す
ら
そ
の
後
、
復
活
し
た
'
主
う
に
思
わ
れ
る
。
何
と
怠
れ
ば
二
六
六
五
年
に
於
い
て
も
「
王
国
の
数
穫
の
地
方
か
ら
非
常
に
多
数
の
人
々
が
集
合
す
る
と
乙
ろ
の
注
目
す
べ
き
年
市
」
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
均
十
五
・
十
六
世
紀
の
間
，
に
英
国
の
年
市
は
た
し
か
に
重
要
性
が
相
対
的
に
減
少
し
た
。
そ
れ
ら
の
も
の
は
も
は
や
商
業
の
唯
一
の
中
心
地
で
伝
く
、
長
そ
ら
く
は
主
な
る
中
心
地
で
さ
え
も
-
な
く
な
っ
た
。
何
と
た
れ
ば
諸
都
市
が
次
第
に
発
達
し
て
繁
栄
す
る
よ
う
に
た
り
、
社
会
の
誇
要
求
を
満
た
し
得
る
よ
う
に
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
年
市
が
都
市
に
侵
越
し
て
発
展
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
都
市
間
の
商
取
引
年
市
は
一
時
的
危
売
買
の
場
所
に
す
ぎ
た
か
ク
た
ロ
年
市
の
期
間
が
終
る
と
小
屋
掛
は
撤
去
さ
れ
、
商
人
は
彼
等
の
定
住
せ
る
都
市
に
イ
チ
〆
帰
る
か
或
は
他
の
年
市
に
向
ク
て
出
発
す
る
。
取
締
官
は
解
任
さ
れ
る
。
市
の
地
域
は
次
の
市
が
開
か
れ
る
ま
す
三
ヶ
月
怠
り
一
年
た
り
型
地
に
し
て
告
か
れ
る
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
都
市
内
で
は
絶
え
十
商
取
引
が
行
わ
れ
て
い
た
。
小
売
取
引
や
町
の
商
人
と
近
郷
の
農
民
と
の
問
に
開
か
れ
る
毎
週
一
回
か
二
回
の
市
場
が
常
に
継
続
さ
れ
て
い
た
の
み
た
ら
や
ノ
、
そ
の
都
市
の
商
人
間
の
卸
売
商
業
や
、
英
国
や
外
国
の
諸
都
市
の
商
人
の
間
に
卸
売
商
業
が
営
ま
れ
て
い
た
。
各
都
市
の
商
人
ギ
ル
下
が
統
制
し
て
い
た
の
は
特
に
乙
の
程
の
継
続
的
た
商
業
で
あ
っ
た
。
他
の
都
市
か
ら
来
る
商
人
は
、
そ
れ
が
英
国
商
人
で
あ
ろ
う
と
、
外
国
商
人
で
あ
ろ
う
と
そ
の
相
違
を
問
う
と
と
た
く
、
会
く
同
一
に
取
扱
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
プ
リ
ス
T
ル
の
都
市
の
記
録
に
使
わ
れ
て
い
る
t
F
B
-
m
sち
或
は
J
ロ
op--
の
一
一
一
日
中
架
は
、
パ
リ
や
コ
ロ
1
ニ
ェ
の
市
民
に
適
用
さ
れ
る
の
と
金
く
同
様
.
に
、
ロ
シ
ド
ン
や
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
市
民
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
た
。
か
ふ
る
外
来
商
人
(
E
a
mロ
g
g
r
s
g
)
は
、
彼
等
が
出
掛
け
て
行
ク
た
都
市
の
ギ
ル
ず
の
商
人
と
の
み
取
引
す
る
乙
と
が
出
来
た
。
叉
彼
等
は
ギ
ル
ド
が
定
め
た
諸
条
件
に
従
う
乙
と
が
要
求
さ
れ
た
。
通
常
、
彼
等
は
卸
売
取
引
で
の
み
売
買
す
る
と
と
が
詐
さ
れ
、
叉
彼
等
か
ら
そ
の
売
買
に
当
ク
て
、
取
引
税
が
徴
牧
さ
れ
た
。
彼
等
は
或
種
の
商
品
を
取
扱
う
乙
と
を
全
く
禁
ぜ
ら
れ
て
居
り
、
又
し
ば
し
ば
彼
等
の
そ
の
都
市
に
於
げ
る
滞
在
期
間
が
、
特
定
の
期
限
に
ま
で
制
〈
十
四
〉
限
忘
れ
て
い
先
e
か
え
る
状
況
の
下
に
あ
ク
て
は
、
各
都
市
の
行
政
当
局
は
他
の
都
市
の
当
局
と
商
業
上
の
協
約
を
結
ぶ
必
要
が
あ
り
、
相
互
の
問
の
利
益
の
尊
豆
と
妥
協
と
が
行
わ
れ
た
。
各
様
の
都
市
の
当
局
の
問
に
相
互
に
絶
え
や
通
信
連
絡
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
通
信
の
内
容
は
、
紛
争
の
場
合
に
於
け
る
個
々
の
争
点
の
裁
決
に
関
す
る
乙
と
や
、
逃
亡
せ
る
徒
弟
の
帰
還
に
関
す
る
と
と
、
虐
待
さ
れ
た
市
民
に
対
し
て
公
正
な
処
置
を
要
求
す
る
乙
と
、
叉
持
と
し
て
は
、
脅
か
す
よ
う
な
報
復
手
段
に
関
す
る
乙
と
か
仏
ど
が
あ
ク
免
田
サ
ザ
ム
プ
f
y
は
七
O
以
上
の
都
市
や
商
業
団
体
と
の
聞
に
正
式
の
協
約
を
結
ん
で
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
市
当
局
は
、
二
0
年
間
に
九
O
位
に
及
ぶ
英
国
及
び
大
陸
の
諸
都
市
と
の
問
に
、
右
の
よ
う
な
事
柄
に
ク
い
て
三
O
O
通
以
上
の
文
書
を
送
ク
て
い
る
。
そ
れ
故
、
他
の
都
市
か
ら
や
っ
て
来
た
尚
人
は
、
孤
立
せ
る
個
人
と
し
て
取
引
す
る
の
で
は
な
く
て
、
彼
等
の
定
住
せ
る
都
市
の
威
信
や
、
故
郷
の
市
当
局
の
支
持
や
、
或
は
協
約
に
よ
ク
て
既
に
承
認
さ
れ
て
い
る
新
特
格
に
依
存
し
て
取
引
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
或
都
市
の
一
商
人
が
そ
の
負
債
を
支
払
わ
な
い
時
に
は
、
そ
の
商
人
と
同
じ
都
市
か
ら
来
た
そ
の
商
人
仲
間
は
誌
で
も
、
債
務
者
が
支
払
を
な
す
ま
で
、
差
押
え
を
受
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
二
一
八
五
年
に
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
法
律
に
よ
ク
て
、
乙
の
乙
と
は
英
国
に
関
す
る
限
り
禁
止
さ
れ
た
が
、
ブ
ラ
シ
ス
の
都
市
か
巨
来
た
一
向
人
は
、
彼
が
従
来
全
く
与
り
知
る
と
乙
ろ
が
な
か
ク
た
他
の
ブ
一
フ
シ
ユ
人
仲
間
の
負
債
の
た
め
に
、
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、
旦
っ
そ
の
財
産
主
差
抑
え
ら
れ
た
口
英
国
人
と
ブ
ラ
シ
ス
人
、
フ
一
フ
Y
グ
1
ス
人
、
ス
ペ
イ
ジ
人
、
ド
イ
ツ
人
等
の
外
国
人
と
の
聞
に
於
け
る
対
外
貿
易
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
な
都
市
間
の
取
引
と
同
様
に
個
人
的
な
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
ロ
γ
ド
シ
、
プ
リ
ス
T
ル
、
ペ
ニ
ス
、
ゲ
l
y
t
、
ア
一
フ
ス
、
リ
斗
T
ベ
ッ
ク
等
の
諸
都
市
の
市
民
は
、
彼
等
の
都
市
が
そ
の
市
民
の
た
め
に
腔
侍
し
た
保
殺
の
下
に
、
そ
の
貿
易
在
行
ク
て
来
た
。
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